
此
の
和
泉
砂
岩
厨
は
走
向
束
酉
に
し
て
北
に
傾
き
其

の
北
速
は
記
者
の
所
謂
生
賓
-
1
滑
江
断
静
振
の
延
長

に
よ
-
城
跡
せ
ら
る
.
曲
の
和
泉
砂
岩
健
は
紀
州
金
屋

の
l鳥
屋
城
厨
ビ
銅
係
あ
る
こ
ビ
明
か
に
し
て
此
の
両
者

が
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
敏
速
せ
る
和
泉
砂
岩
厨
の
盆
部
を

代
表
す
る
も
の
な
る
か
或
は
其
の

山
部
を
代
表
す
る
も

日

本

近

海

の

浅

さ

の
な
る
か
は
今
後
の
問
題
だ
し
て
興
味
深
き
も
の
な
ら

ざ
る
ペ
か
ら
す
､
記
者
は
此
の
問
題
に
関
し
て
又
羽
ノ

浦
附
近
の
地
歴
に
射
し
て
別
に
詳
論
す
る
機
愈
あ
る
べ

し
｡
記
者
は
此
の
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
静
聴
見
に
際
し
て
羽

ノ
浦
小
串
校
長
棟
木
千
代
減
戊
及
同
校
中
山
訓
導
に
負

ふ
所
大
な
り
弦
.'i
戚
謝
の
意
を
表
す
｡

(

〓

-
･T附
樹
〔
六

1
二
軍
〕

沓
恨
､
水
路
噴
搬
節
四
年
節
三
雄
及
節
相
磯
仰
収

小
舟
仙
台
戊

｢口

本
紀
林
の
鵜
苫
に
就
い
て
｣
の
抜
串
-

l
p
日
本
近
海
測
畳
略
変

t-1
本
の
近
満
は
幕
末
か
ら
外
囲
船
に
よ
っ
て
婁
所
要

所
が
測
景
さ
れ
た
O
就
中
'
茶
園
の
海
軍
は

1
八
四
二

年
頃
か
ら
支
那
日
本
方
術
の
大
規
模
の
測
量
を
開
始
し

て
薫
婁
航
路
及
港
轡
の
海
閲
を
出
版
し
た
｡
我
園
で
は

一
八
七

1
年
(明
治
四
年
)始
め
て
兵
部
省
海
軍
部
に
水

路
局
が
設
け
ら
れ
て
海
岸
の
測
蒐
及
水
路
に
関
す
る
固

誌
の
刊
行
な
行
ふ
槙
に
な
っ
た
｡
而
し
て
明
治
三
十
五

臥
本
紀
侮
り
輝
き

大
部
分
を
測
畳
し
終
っ
た
｡
朝
鮮
の
沿
岸
の
測
量
は
明

治
二
十
八
年
頃
か
.ら
着
手
さ
れ
大
更

尋

境
に

一
迫
-

折
ん
だ
o
南
関
諸
島
は
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
大
聖

1

年
頃
ま
で
の
問
に
.
姦
唐
沿
岸
は
明
治
二
十
八
年
頃
か

ら
四
十
二
年
頃
ま
で
の
問
に
'
箇
力
諸
島
は
明
治
四
十

四
年
か
ら
大
垂
光
年
の
間
に
測
最
し
た
.
ま
た
千
島
列

島
の
大
部
分
は
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
大
聖

ハ
年
頃
ま

で
の
問
に
,
極
太
沿
岸
は
明
治
四
十

左

頃
か
ら
舟
j

二
年
頃
ま
で
の
問
に

山
通
-
測
遺
さ
れ
た
｡

=JC<

E
]
]



地

･

球

晶
等
の
海
岸
測
畳
に
際
し
て
は

1
鹿
に
海
岸
を
振
る

二
十
乃
至
三
十
理
ま
で
探
さ
を
測
る
か
ら
深
さ
二
百
米

に
至
る
ま
で
の
海
底
の
横
様
は
可
成
-
精
し
-
知
れ
た

そ
し
て
日
本
沿
岸
で
二
百
米
の
等
深
線
が
不
確
定
な
所

は
殆
''p/J
無
い
倍
に
な
っ
た
.

日
本
近
海
の
虎

猫
の
洗
さ
に
就
い
て
は
･
従
来
海
底

電
線
激
設
に
際
し
て
測
っ
た
深
さ
や
二
三
の
探
槍
船
が

行
っ
た
測
景
成
果
が
あ
る
の
み
で
海
洋
の
研
究
卜
二

大

敏
階
で
あ
っ
た
0
測
量
の
圭
な
も
の
を
奉
げ
る
品

槍

贈
ビ
し
て
は
春
暁
小
笠
原
群
島
聞
及
千
島
東
側
に
於
け

る
来
園
賠
タ
ス
カ
ロ
ラ

1
u
sca
i･Ora
報
の
錘
潮

二

八

七
四
年
)
､
ア
リ
ク
シ
ャ
ン
群
島
南
側
の
来
観
贈
ク
ス
カ

ロ
ラ
搬
及
ア
ル

㌃

ロ
ス

A
tb
ah･oss
魂
の
.錘
測
･
英

樹
托
槍
糖
チ
ャ

レ
ン
･･,1
ア

ChlilellbUer
瀧
が
カ
p
リ
ン

群
島
者

方
諸
島
の
西
側
を
北
上
し
て
横
欝
に
雑
品

に
響

レ
て
東
方
布
唖
に
打

っ
た
健
測
(
六

七
五
年
壷

が
あ
る
｡
海
底
電
般
敷
設
の
虜
に
測

っ
た
も
の
に
は
布

畦
か
ら
グ
ア
ム
畠
を
梶
で
呂
宗
の
デ
イ
ン
ガ
ラ
ン

D
in

g
alan
に
至
る
問
二

八
九
九
空

及
グ
ア
ム
島
か
ら
カ

ロ
リ

ン
群
島
の
西
側
及
南
方
諸
島
の
東
側
を
経
て
小
笠

節
三
谷

節
六
助

言

i
77:叫

原
島
に
達
し
更
に
北
上
し
て
兼
京
関
に
凍
LJ
光
舶
ネ

ロ

N
er.
鶴
の
鍾
測
､
小
笠
原
か
ら
.伊
東
七
島
の
兼
側
を

通

っ
て
兼
京
樽
に
及

べ
る
沖
縄
九
の
錦
削

(
l
九
〇
J･,TIJ

空

重

願
力
…

ア

C
aJ.
m
'a
塊
の
グ
ア
ム
島
附
近
及

グ
ア
ム
か
ら
ブ
イ
-
ツ
ビ
ン
群
島
の

サ
ン
べ
ル
ナ
ル
デ

.T
ノ
や
S
an
B
emlr
dino
毎
晩
に
至
る
錘
測

二

九

〇
二

年
)
p鶴
逸
舶

エ
デ
ィ
E

d
i
報
の
グ
ア
ム
島
か
ら
ヤ
タ
ブ

毎
を
紅
て
セ
レ
ベ
ス
の
メ

ナ

ド
A,I
er｡d
o
に
苧

品

及

ヤ
タ
ブ
島
か
ら

沖
縄
島
ど
宮
古
島
ど
の
閥
を
通

っ
て
上

海
に
至
る
闇
の
壷

測
､狗
逸
舶
ル

イ
ゼ
1
o
u
l･Se

鮎
の
長

崎
か
ら
浦
塵
に
至
る
塵
測
(
二
八
七
九
年
)
等
が
あ
LnO

近
年
に
至
っ
て
我
水
路
部
で
は
南
西
諸
島
､南
方
諸
島
､

千
島
列
島
等
め
附
近
で
探
海
の
洗
さ
を
測
っ
た
J
基
著

し
い
も
の
は
沖
縄
島
か
ら
大
束
島
を
経
て
小
笠
原
群
島

に
至
る
問
=

九

7
七
年
)
義

美
大
島
紀
伊
仲
間
二

九

品

年
)
.小
笠
原
島
豊
後
水
道
問
(
完

云

年
)
､
大

東
島
伊
豆
沖
聞
(
完

二
ハ
年
)
･
オ
ホ
ッ
ク
海
中
の
北

緯
末
十
度
以
北
に
於
け
る
樺
太

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
間
の
数

回
に
寧

心
横
断
飾
測
､
又
津
軽
海
峡
朝
鮮
清
浄
聞
p
清

浄
舞
鶴
聞
~
舞
鶴
か
-
日
本
海
の
中
部
か
経
て
律
瞳
櫛



峡
に
至
る
櫛
務
艦
大
和
の
錘
測
二

九
二
四
年
)
.
数
年

に
亙
る
南
洋
諸
島
田
の
洗
海
健
測
等
で
あ
る
｡

上
述
の
如
-
敢
近
十
数
年
以
来
1-
本
附
淀
の
海
株
に

囲
す
る
知
識
は
著
し
-
塀
進
し
た
｡
か
-
し
て
日
本
諸

島
闇
の
探
さ
は
格
別
明
し
'
又
日
本
列
島
の
内
側
に
位

す
る
オ
ホ
ッ
ク
海
b
日
本
海
'
東
海
及
黄
海
の
海
底
の

形
も
大
概
見
常
が
付
-
標

に
な
っ
た
｡
唯
日
本
列
島

の
外
側
に
位
す
る
太
平
洋
の
海
底
は
未
知
の
低
域
が
多

ヽ
0
)
附
因
は
大
正
十
三
年
兼
に
至
る
ま
で
に
得
ら
れ
た
材

料
に
よ
っ
で
作
製
さ
れ
た
｢
日
本
近
海
の
深
さ
の
固
｣
を

断
固
し
た
も
の
で
原
間
に
あ
る
茄
十
米
及
盲
犬
の
等
深

線
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
0

こ
､
南
方
諸
島
以
東
の
太
串
揮

此
海
の
敢
著
し
い
形
軸
は
千
島
北
海
道
本
州
南
方
諸

卜
1...チ

島
の
東
側
に
洗
い
海
溝
の
存
在
す
る
こ
亡
で
あ
る
｡

1

八
七
四
年
六
月
米
国
測
最
轍
タ
ス
カ
ウ
ク
に
よ
っ
て
千

島
得
撫
島
の
南
東
約
軍

事

浬
沖
で
測
ら
れ
た
八
五

1

四
米
な
る
洗
さ
が
其
後
二
十
鎗
年
間
は
他
界
欝

一
の
提

起
だ
さ
れ
た
'附
鑑
の
日
本
海
溝
は
今
僻
は
世
顔
中
で
長

打
本
紀
鵬
e
l稚
さ

も
頗
い
海
溝
で
あ
る
｡

=
本
海
溝
の
南
の
鱗
が
わ
は
碓

氷
不
明
で
あ
っ
た
｡
僻
は

一
八
九
九
年
ネ
ロ
魂
が
小
笠

原
群
島
の
束
約
六
十
浬
に
於
で
測
っ
た
六
二
五
七
米
の

深
海
は
日
本
海
溝
の

一
部
で
あ
る
か
或
は
別
者
で
あ
る

か
不
明
で
あ
っ
た
O
飴
る
に
ネ
ロ
鶴
は
小
笠
原
群
島
父

島
の
北
方
約
官
四
十
浬
で
七
九
五
五
米
の
洗
さ
を
'
基

北
西
約
十
五
浬
で
七
七
〇
二
米
か
得
た
｡
特
務
艦
溝
洲

は

一
九
二
二
年
六
月
に
ネ
ロ
魂
の
ね

た
七
九
五
五
米
の

捉
塵
の
北
東
約
二
十
五
浬

(北
壁

一九
皮
讐

赤

来
紅

1
四
二
度
四
九
分
)
で
八
六
三
三
米
で
鍾
鉛
が
僻
は
海

底
に
逢
せ
ぬ
洗
塵
を
見
出
し
.
又
其
両
方
約
二
十
浬
で

七
八
四
〇
米
の
探
さ
を
得
た
｡
兎
も
角
附
妃
に
八
千
米

以
上
の
深
慮
の
あ
る
事
は
確
か
だ
恩
へ
る
.

1
九
二
凹

ノ
一フ

年
八
月
に
は
房
州
布
良
の
南
米
約
八
十
些

二
宅
島
の
東

方
約
九
十
挫

(北
緯
三
四
炭

山
七
分
東
経

7
四

一
皮

一

六
空

で
蒲
洲
が
九
九
五
〇
米
で
傭
船
が
何
海
底
に
蓮

せ
ぬ
捉
虞
を
僚
見
し

(此
楳
さ
は
碓
欝
亡
は
云
ひ
難
い

け
れ
ど
も

1
九

三

年
に
到
っ
た

フ
ィ
ヅ
グ
ピ

ソ
海
溝

中
ミ
ン
ダ
ナ
オ
沖
の
世
界
蹟

l
の
保
革

キ
ロ
海
溝
九
七

人
入
来
よ
-
も
洗
い
)
其
兼
方
約
十
四
浬
で
八
千
米
を
P

u

.L

E
l[tt



同 株 水 源 近 本 日

附
近
で
七

千
米
以
上

を
販

鮎
で

測
香
し
で

屠
る
｡
此

等

二
つ
の

場
令
は
.fJ

も
に
梅

園

に

E3+Ej
(

E
xistence

do
u
b

L
L

fut)

だ
記
さ
れ

た

存

在

の

疑

ほ

し

い

確
を
探
し

に
有
っ
て

見
出
し
た

深
海
で
､

開
通
の
疑

存

樵

は

存



麗
し
で
居
な
か
っ
た
.
以
上
の
始
発
か
ら
見
る
ビ
確
か

ど
は
云
へ
ti･4
い
が
､
日
本
海
溝
は
六
千
米
以
上
の
深
さ

で
小
笠
原
群
島
の
凍
側
ま
で
鱗
が
-
p
朗
々
に
八
千
米

以
上
の
産
廃
が
あ
る
標
に
恩
は
れ
る
O
小
笠
原
群
島
の

商
都
か
ら
楽
音
に
は
タ
ス
カ
ワ
ラ
報
の
感
潮
に
よ
っ
て

り
リヂ

明
か
な
桟
に
海
嶺
が
あ
る
か
ら
日
本
海
溝
は
黄
濁
に
ま

で
は
延
び
で
は
居
な
い
ざ
愚
は
れ
る
｡
小
笠
原
群
島
の

商
､
火
山
列
島
の
寛
に
ク
リ

ン
メ

ル

の
所
謂
覇
小
笠
原

浄
溝
が
あ
る
｡
ネ
弔
報
が
六
玄
七

囲
兼
の
深
慮

(北
緯

二
三
度
玄
〇
分

豪
産

7
四
三
墜

二
五
分
)
を
鄭
得
し
て

居
る
け
れ
で

も

基
粥
が
-
は
不
明
で
あ
る
O
又

3
九
二

三
年
に
特
務
艦
姶
江
は
政
の
ネ
甘
海
溝
の
北
面
的
富
樫

で
六
〇
八
末
光
の
淀
さ
を
測
得
し
た
が
其
東
側
の
健
測

か
ら
し
て
ネ
ロ
海
溝
だ
五
千
米
以
上
の
洗
さ
で
は
磨
い

て
居
な
い
ら
し
い
｡

日
本
海
溝
の
衆
練
は
甚
だ
不
明
で
之
に
封
L
で
は
横

格
か
ら
布
畦
に
至
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
I
魂
の
蘭
測
が
あ

る
の
み
で
あ
る
が
p
多
-
の
海
溝
だ
同
機
に
海
底
の
傾

斜
は
陸
地
に
近
い
方
が
急
で
大
洋
に
由
っ
た
側
は
甚
だ

贋
で
あ
る
O
陸
地
に
近
い
榊
の
-
ち
千
島
苗
邸
か
ら
先

日
本
紀
晦
の
粘
さ

吠
坤
附
進
に
至
る
沿
岸
の
水
洗
二
千
乃
至
三
千
求
ま
で

は
歴
水
路
部
で
測
濃
し
吾
か
ら
格
海
底
の
形
が
知
ら
れ

て
居
る
が
､
基
よ
-
も
洗
い
部
分
に
親
で
は
辞
し
-
到

っ
て
居
な
い
O
二
千
乃
至
三
千
兼
の
淀
さ
ま
で
.3･も
海

底
の
形
は
簡
軍
で
な
-
等
探
線
ざ
岸
親
ビ
は
必
ず
し
も

挙
行
で
な
い
p
水
撃

青

光
東
漸
の
陸
棚
は
海
岸
か
ら

す
乃
軍

事

浬
ま
で
塔
が
-
津
軽
海
峡
兼
口
外
で
は
四

-
去

浬
の
幅
を
有
す
る
に
過
ぎ
ぬ
O
政
治
岸
で
最
も
著

し

い
海
底
の
形
の
げに
i
&
義

げ
る
E
t
発

言

北
海
遮

釧
路
川
口
に
向
ふ
海
谷
で
探
王

事

五
官
来
任
ま
で
谷

の
存
在
を
静
め
る
こ
だ
が
出
来
る
O
爵
二
は
北
海
遠
だ

本
州
ど
の
開
港
噴
火
縛
に
向
っ
て
入
-
込
ん
だ
潜
で
深

さ
三
千
釆
健
で
は
鎗
-

唐
人
が
著
し

-
な
い
機
に
な

る
.
二
富
来
の
尊
探
線
は
津
軽
海
峡
に
入
-
込
ん
で
居

る
.
第
三
は
頗
州
の
南
濃
か
ら
西
北
西
に
相
模
灘
に
商

フアDi-

っ
て
入
込
ん
だ
海
業
で
も
八
千
兼
の
淀
さ
ま
で
も
明
か

に
入
-
込
み
が
現
ほ
れ
て
周
る
JO
此
附
鑑
の
海
底
の
傾

斜
は
甚
急
で
洗
三
二
千

-
七
千
米
の
平
均
額
斜
は
約
五

度
で
あ
る
が
.
清
洲
の
測
っ
た
九
九
五
〇
米
が
正
し
い

ど
す
れ
ば
該
琵
産
の
歯
髄
.ほ
十
七
度
以
長

南
博
樹
は

竺

fL

E
)也
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十
四
度
以
上
.

西
側
は
十

1
度
以
上
の
急
斜
を
成
し
て

居
る
こ
と
に
な
る
D
其
他
日
本
海
溝
の
傾
斜
の
急
な
朗

等

島
甫
岡
部
沖
'
両
島
櫛
の
沖
等
)
で
は
千
-
セ
[T･光

の
平
均
傾
斜
は
約
三
皮
軍
で
あ
る
｡
日
本
海
満
の
外
側

六
千
-
七
千
米
の
沈
さ
で
は
平
均
縛
斜
は
〇
度
二
位
で

其
外
側
は

一
層
程
で
あ
る
0

日
本
海
溝
の
外
側
に
は
ガ
ン
.I,リ
ユ
島
(G
lngeS
1,舵

緯
三

7
度
束
程

7
五
四
度
).
南
島
島

(北

緯
二
四
度

兼
耗

7
五
三
度
)
其
商
西
方
の
ロ
ス
ジ
ヤ
ル
デ
イ

予
ス

(L
o
s
12rdines
I･
存
在
疑
は
し
)等
数
倍
の

海
嶺
が

あ

る
が
p
僻
は
来
聴
鬼
の
浅
所
や
洗
所
が
多
い
こ
ど
～
思

ふ
｡

三
p
早

島

列

島

千
島
列
島
の
諸
島
聞
及
附
近
の
洗
さ
は
近
雑
の
我
測

量
に
よ
っ
て
鈴
音
明
か
に
な
っ
た
.
熱
し
列
島
の
太
平

洋
側
は
未
潮
の
富
域
が
多
-
幌
超
島
の
商
米
側
は
二
官

米
の
洗
さ
も
換
足
さ
れ
て
居
な
い
0

千
島
列
島
は
舘

7
列
p
北
海
道
兼
端
の
納
沙
布
崎
か

ら
北
兼
に
色
丹
島
に
至
る
短
か
い
列
島
､舘
二
列
､納
沙

布
暗
ビ
知
床
岬
蜜
の
中
間
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
至
る

節
三
春

第
六
助

竺

桝

田
末

長
い
火
山
列
島
.
第
三
列
､
麓
二
の
北
両
側
に
沿
-
て

ブ
p-
ト
.1

ラ
Tコ
ケ

チ
リ
ン
n
=
ン

エ

平
行
に
瓢
在
す
る
武

魯

廟

､

雷

公

許

､
知

称

音

升

､
越

カ
ル
マ

†
カ
ンル

シ
リ
･t,ヰ

ア
ライ
ド

渇

磨

､
勝

勘

仰
山

.
志

称

規

.
阿

頼

政

SH

列
の
火
山
島

か
ら
成
っ
て
屠
る
C'
相
図
後
島
だ
け
は
他
の
諸
島
E
は

租
走
向
を
異
に
し
.
北
海
道
の
雅
阿
塞
岳
か
ら
知
床
岬

に
至
る
火
山
地
ビ
略
平
行
で
あ
る
｡
籍

1
列
は
低
い
島

々
で
北
海
道
東
部
ビ
同
機
に
大
部
分
は
葛
三
配
慮
よ
PC,

成
る
｡
第
二
列
及
質
三
列
は
火
山
島
で
阿
頼
鹿
島

(宿

三

二
二
三
三
光
)
､鴨
鹿
島
千
倉
番
二

八

二
ハ
兼
)
.
新

知
島
新
勤
番
二

五
二
五
米
)
.揮
捉
島
畢
斑
山
二

六
三

二
光
)
､観
後
島
茶
々
岳
二

八
四
四
米
)等
の
高
峯
に
乏

ケ
ト
イ

し
-
な
い
O
ま
た
現
欄
青
野
島
根
茂
山
.
計

吐

夷

島
自

畑
山
'
得
撫
島
地
獄
山
､
環
捉
島
ラ
ツ
キ
べ
ヅ
岳

(茂

シ
マノポリ

世
路
歯
)
.観
後
島
島

登

山

等
の
東

在
噴
火
し
て
居
る
山

が
あ
る
｡
而
し
て
水
路
誌
に
よ
る
･yJ
籍
二
列
渚
島
中
の

ム
シル

･ンヤ
シ
コ
タ
ン

スリヂ

ラ
シヨワ

車

知

列

島
(
捨

子

古

井

島
の
南
)､
摺

手

岩
(
羅

魔

和

島

の
甫
)
等
は
今
榊
は
隆
起
し
っ
ゝ
あ
る
竺
認
ふ
O

千
島
列
島
附
近
で
最
も
著
し
い
海
底
の
形
和
は
オ
ホ

ッ
ク
海
側
が
梅
め
て
急
斜
し
て
滑
る
に
射
し
て
日
本
籍

溝
に
向
っ
て
居
る
太
平
洋
側
が
琴

で
鐙
か
撃

,.i,で



あ
る
O

オ
ホ
ッ
ク
海
側
の
傾
斜
は
枚
翰
島
附
鑑
か
ら
揮

捉
島
附
鑑
の
間
が
頻
に
急
で
距
鼻

山
浬
で
二
宮
米
p
十

五
浬
以
内
で
三
千
兼
の
斑
さ
に
蓮
す
る
燐
が
多
-
.
那

細
島
附
鑑
で
は
海
岸
か
ら
二
千
米
の
躍
さ
に
至
る
卒
均

傾
斜
は
約
十
二
度
三

千

ユ
ニ
千
兼
は
約
五
度
で
あ
る
.

触
る
に
商
釆
岸
は
綬
傾
斜
で
'
新
加
島
で
は
海
岸
か
ら

二
宮
米
の
捉
さ
に
至
る
寧
均
傾
斜
は

l
段
寧
二

膏

米

か
ら
二
千
米
に
至
る
準
均
傾
斜
は
約
笈
皮
で
あ
る
｡
新

知
畠
附
近
以
外
で
は
太
奉
拝
側
の
傾
斜
は
千
兼
の
洗
さ

倍
達
で
は

l
瀞
授
か
で
あ
る
｡

千
島
列
島
を
海
の
深
さ
に
よ
っ
て
多
-
の
群
に
分
け

る
こ
だ
が
出
凍
る
O
蔚

山
p
青
守
､
幌
鬼
爾
島
は
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
半
島
ビ
五
十
兼
未
満
の
洗
さ
で
連
絡
し
て
屠

る
O
弟
こ
p
現
禰
者
兜
､
審
傘
乎
曹
p
騎
手
着
升
p
越

洛
廓
等
の
諸
島
は
二
宮
氷
嚢
藩
の
深
さ
で
連
絡
し
p
籍

7
E
は
的
壱
富
来
の
深
さ
で
切
れ
て
居
る
｡
爵
三
､
枚

瓶
.
雁
虜
和
p
計
吐
薫
:
新
知
の
諸
島
は
二
宮
-
三
層

光
の
深
さ
で
連
覇
L
p
第
二
だ
は
約
千
入
官
兼
の
洗
さ

で
切
れ
て
摺
る
｡
発
桝
p
知
和
梶
以
及
得
撫
の
諸
島
は

二
宵
栗
東
蒲
の
深
さ
で
連
厳
し
P
第
三
,fJ
は
二
千
米
以

蔚
本
紀
滝
の
抹
雀

上
の
深
涯
で
切
れ
て
磨
る
｡
鈴
五
､
鐸
捉
鳥
は
第
四
だ

ほ
丸
首
兼
位
の
況
さ
で
切
れ
て
周
る
O
蔚
六
､
国
後
島

及
納
沙
布
崎
か
ら
色
丹
島
に
至
る
諸
島
は
二
宵
米
未
満

の
淀
さ
で
北
海
道
}J
連
絡
し
.
第
五
だ
は
三
富
兼
舷
の

浅
海
で
蒔
い
て
居
る
｡
第
七
'
繭
に
千
島
列
島
の
第
三

列
だ
記
し
た
武
魯
喝
か
ら
阿
磯
皮
に
至
る
諸
島
の
多
-

は
鈴
二
列
だ
五
官
兼
以
上
の
深
さ
で
切
れ
て
居
る
O

謬
島
に
は
薦
噴
火
口
に
水
の
摺
っ
た
も
の
だ
恩
は
れ

る
潮
水
が
多
-
あ
pc1.
涜
薯
は
火
口
が
海
に
通
じ
で
樫

ウ
シ
.け′

を
な
し
て
磨
る
｡
例

へ
ば
寧
志
知
南
島
の
養
田
暫

(略

固
形
d
長
種
約
千
二
宮
兼
'
測
得
教
洗
五
六
兼
)
.新
鹿

島
北
端
武
藤
噸
糖
(董
洗
二
四
三
光
)
p
揮
絶
島
帝
都

(

モ
エ;∴･.

オ
ホ
ッ
ク
海
側
)
の
前

沼

轡
(澱
珠
玉

}
玄
米
)
な
ぎ
が

あ
る
0
ま
た
知
朝
雄
以
苗
島
及
北
島
は
噴
火
口
の
外
輪

山
の

!
部
で
あ
る
が
如
き
形
を
還
し
て
居
る
｡

四
p
オ
東
ツ
タ
霧

オ
ホ
ッ
ク
海
で
は
雅
楽
北
総
五
十
度
以
南
に
於
で
千

島
樺
太
間
に
三
っ
の
横
断
線
上
で
測
渡
が
あ
つ
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
p
近
年
の
我
繍
濃
に
よ
っ
て
此
海
の
海

底
の
形
も
天
機
明
か
に
な
つ
兜
D
此
蕗
の
絡
数
は
千
島

).

.::i,･>川
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育
-
に
洗
い
部
分
が
あ
-
千
島
側
で
は
極
め
て
急
な
傾

斜
を
な
し
?
ま
た
閣
方
宗
谷
海
峡
に
向
っ
た
方
も
陸
棚

か
ら
急
な
傾
斜
を
保
っ
て
居
る
.
而
し
て
三
千
米
以
上

の
洗
部
は
可
成
-
に
平
坦
で
p
既
知
の
敢
洗
所
は
三
三

七
四
兼
で
あ
る
O
光
も
北
緯
四
五
度
三
四
分
､
米
粒

7

四
六
度
〇
分
に
僻
鈴
が
三
九
重

二
光
で
何
は
擬
底
に
達

し
な
か

っ
た
淀
塵
が
あ
-
.
其
他
三
千
六
百
犬
種
で
何

は
海
底
に
達
し
t･i
か
っ
た
洗
さ
が
敗
鮎
で
測
ら
れ
て
居

る
｡
此
海
の
北
側
は
極
め
て
徐
々
に
隆
起
し
千
米
の
等

洗
練
は
樺
太
寄
-
に
北
酉
に
延
び
北
緯
五
十
五
度
附
鑑

に
逢
し
て
屠
る
.
:C=_T=
し
て
此
海
の
北
側
及
北
東
側
は
極

め
て
遠
浅
で
二
百
兼
の
等
洗
線
は
北
側
で
は
距
岸
田
乃

至
百
四
十
浬
9
北
兼
側
即
ち
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
由

岸
で

は
距
岸
五
十
浬
位
の
蓮
に
在
る
｡
曲
等
の
弾
で
は
海
底

の
傾
斜
が
接
で
二
百
米
の
洗
さ
で
急
に
淀
-
な
る
様
な

こ
E
は
な
い
.帥
ち
著
し
い
陸
棚
は
存
在
せ
ぬ
｡
樺
太
東

岸
も
遠
浅
で
こ
有
水
の
等
洗
練
は
､
北
知
床
岬
以
北
は

臣
岸
三
十
浬
乃
至
瓦
十
浬
ま
で
横
が
-
.
以
南
で
は
屈

曲
が
あ
る
け
れ
で
も
大
髄
南
北
に
克
-
多
凍
加
轡
や
塩

鮭
幣
は
古
米
未
満
の
浅
海
で
あ
る
.
宗
谷
海
峡
は
五
十

鰐
三
番

第
六
班

M
.列

内
凡

水
位
の
深
さ
し
か
な
い
｡

即
ち
樺
太
の
北
部
か
ら
幌
内

川
や
鈴
谷
川
の
準
原
寸で
挟
ん
で
南
方
に
走
-
.
更
に
北

･海
道
の
中
央
を
北
か
ら
商
に
縦
断
し
て
居

る
舌
い
時
代

の
地
層
は
多
凍
加
碍
p
亜
廃
酸
及
宗
谷
海
峡
で
海
底
に

投
し
て
は
屠
る
も
の
ゝ
漢
い
陸
棚
で
連
絡
さ
れ
て
居
る

の
が
窺
は
れ
る
｡
此
脈
は
北
海
道
の
苗
で
千
米
以
上
の

洗
掘
で
断
た
れ
て
層
る
の
は
著
し
い
こ
亡
で
あ
る
｡

オ
ホ
ッ
ク
海
は
侵
入
海
即
ち
局
部
の
階
蕗
の
兼
に
海

水
が
其
中
に
入
込
ん
で
出
来
た
も
の
だ
さ
れ
て
居
る
が

海
の
深
さ
や
地
表
の
桝
凸
な
..FJJを
見
る
亡
.
千
島
列
島

附
近
が
古
い
東
洋
の
縁
で
オ
ホ
ッ
ク
梅
が
憤
落
し
て
其

内
側
に
出
凍
死
も
の
ど
想
像
す
る
こ
と
が
拭
凍
る
O
然

し
千
島
列
島
が
出
凍
て
か
ら
階
落
し
た
の
か
或
は
陥
落

し
て
か
ら
千
島
列
島
が
隆
起
し
た
の
か
は
判
ら
な
い
.

だ
が
北
海
産
の
知
床
宇
島
や
随
後
島
附
鑑
の
地
形
は
オ

ホ
ッ
ク
海
が
出
凍
て
か
ら
政
等
の
火
山
が
出
凍
吾
の
で

は
な
か
ら
-
か
ど
疑
は
れ
る
｡

五
'
伊
豆
附
近
､
商
方
緒
島
及
マ
リ
ア
ナ
群
島

相
模
灘
及
駿
河
溜
附
近
は
日
本
沿
岸
の
内
で
海
底
の

形
の
最
も
複
難
し
先
例
で
あ
-
p
且
っ
比
戟
的
に
よ
-



形
が
知
ら
れ
て
居
る
｡
洗
い
涯
濃
は
房
州
布
良
の
南
東

方
約
八
十
浬
の
八
千
米
以
上
の
洗
所
か
ら
房
州
ビ
大
島

ど
の
問
に
深
-
入
込
ん
で
居
る
が
.
附
進
の
尊
探
線
は

甚
複
雑
で
あ
る
｡
其
最
著
し
い
形
相
を
記
す
ど
~館

I
に

は
樺
山
の
細
長
い
海
農
や
海
谷
が
陸
地
に
向
つ
て
洗
-

入
込
ん
で
居
る
こ
と
で
あ
る
O
最
も
著
し
い
の
は
房
州

の
南
東
岸
小
湊
の
少
-
西
方
の
加
茂
川
口
に
向
つ
で
入

込
ん
で
居
る
も
の

(
こ
れ
は
加
茂
川
地
貿
構
造
線
の
延

長
で
あ
ら
-
)
.房
州
布
良
だ
洲
の
崎
ど
の
間
に
西
方
か

ら
入
込
む
も
の
､
歯
間
か
ら
北
東
に
兼
京
西
口
に
向
ふ

も
の
､館
山
轡
に
向
つ
て
入
込
ん
で
居
る
も
の
(

こ

れ
も

明
に
館
山
の
元

を
東
西
に
亙
る
地
贋
構
造
線
に

7
致
す

る
も
の
)等
で
あ
る
.
熱
源
の
兼
側
に
在
る
固
形
の
挽
盛

(深
さ
五

二
ニ
米
)
は
噴
火
E3
で
あ
る
}J
>,7Jれ
て
周
る
が

相
模
圏
の
著
し
い
海
底
の
形
の

I
で
あ
る
こ
E
を
矢
は

ぬ
｡
蔚
二
に
は
和
枝
灘
の
北
米
側
に
於
て
海
底
の
隼
島

ス
パ1

(
潜

岬

)

の
樺
山
に
あ
る
革
で
'
基
点
著
し
い
の
は
房
州

洲
の
崎
か
ら
両
方
に
伺
っ
て
突
出
し
た
潜
岬
で
､沖
ノ
山

だ
弼
さ
れ
る
教
法
六
十
三
米
の
浅
瀬
ビ
約
二
宵
米
の
洗

さ
で
樽
い
て
居
る
｡
蔚
三
に
は
海
岸
附
近
が
急
傾
斜
で

汀

本
紀
油
G
轟

yu

或
深
さ
で
海
底
が
比
棟
的
平
坦
に
な
る
｡
樽
に
著
し
い

急
傾
斜
は
布
良
だ
小
湊
ど
の
問
で
は
陸
棚
は
距
岸
五
浬

位
で
坊
が
つ
て
居
る
が
深
さ
二
百
来
遊
か
ら
約
二
千
米

の
深
さ
ま
で
急
傾
斜
を
な
し
平
均
傾
斜
約
十
五
度
で
あ

る
｡
沖
ノ
山
附
近
も
急
傾
斜
で
南
西
側
及
北
側
で
は
深

さ
二
百
兼
か
ら
千
兼
ま
で
の
平
均
傾
斜
は
約
二
十
度
で

あ
る
O
大
島
の
北
東
側
で
は
海
岸
か
ら
入
官
米
位
ま
で

の
探
さ
に
至
る
畢
均
傾
斜
は
約
十
八
度
.
八
百
-
千
六

百
米
で
は
約
十
二
段
で
あ
る
｡
之
に
反
し
て
大
島
の
南

西
側
の
海
底
は
約
二
度
の
授
傾
斜
を
成
し
て
居
る
｡

利
島
'
鵜
波
根
島
､
新
島
.
式
放
島
ー
神
津
島
の
火

山
島
か
ら
伐
洲
に
至
る
約
五
十
浬
は
略
北
東
か
ら
南
西

に
向
つ
て
二
宮
米
未
満
の
洩
面
で
連
絡
さ
れ
て
眉
-
'

ま
た
伊
東
隼
島
'
大
島
及
三
宅
島
亡
は
五
官
米
未
満
の

深
さ
で
璃
い
て
居
る
.
御
減
島
か
ら
其
南
関
約
二
十
浬

の
簡
灘
波
島
に
至
る
海
嶺
'
八
東
島
附
近
の
北
東
-
南

西
に
妊
び
死
海
膨
旬
伊
豆
浦
端
か
ら
商
圏
に
延
び
た
淀

セノウ
-

さ
八
百
米
未
満
の
海
嶺
'
駿
河
滑
の
石

花

海

か
ら
御
前

バ
シク

崎
沖
に
至
る

堆

等

が
何
れ
も
利
島
･-
嘘
洲
の
列
島
だ
略

挙
行
な
の
は
甚
著
し
い
｡



鴫

.

感

覚
京
蒔
滑
の
寓
津
幡
以
北
は
大
部
分
洗
さ
四
十
米
未

満
で
｡
滑
の
北
軍
は
二
十
来
未
満
の
浅
海
で
あ
る
O

駿
河
潜
に
は
基
南
部
の
中
共
か
ら
珊
酉
に
偏
し
て
頂

北
に
延
び
た
郡

貯

轡

敢
撃

≡

埜

ビ
祁
す
る

堆

が

あ

パ
ンク

っ
て
四
百
米
未
満
の
沈
さ
で
御
前
崎
の
南
方
に
在
る
此

鞭
的
購
い
陸
棚
だ
連
絡
し
て
屠
る
｡
宥
光
輝
だ
伊
豆
宇

島
ど
の
問
に
は
商
か
ら
北
に
向
つ
て
甚
細
長
い
洗
い
侮

蔑
が
入
込
ん
で
居
る
.
此
海
渠
は

り
相
称
別
な
形
を
豊

し
西
側
は
甚
だ
急
で
東
西
の
断
再
は
略
V
字
形
を
な
し

渥
巣
の
底
に
は
殆
平
坦
な
防
域
が
な
い
.
其
の
両
側
の

傾
斜
は
十
六
皮
か
ら
二
十
二
度
に
連
す
る
｡
石
荘
海
の

西
側
及
北
側
で
は
海
底
の
傾
斜
は
蝕
む
急
で
は
な
い
が

駿
河
幣
の
元

岸
は
岸
ま
で
洗
い
｡
和
枝
灘
は
海
底
の
階

蕗
に
よ
っ
て
出
雄
花
様
な
形
を
口ま
し
て
居
る
が
.
駿
河

輝
は
簡
単
な
陥
落
で
出
兼
ね
と
は
思
ほ
れ
な
い
｡

南
方
諸
島
肘
近
の
洗
さ
は
近
年
の
我
測
量
に
よ
っ
で

除
荷
明
か
に
な
っ
た
が
僻
は
不
明
の
鮎
が
少
-
な
い
｡

即
ち
北
緯
三
十
度
附
鑑
以
北
で
は
諸
島
間
の
洗
さ
は
決

定
さ
れ
た
が
附
妃
の
二
千
米
以
上
の
淀
さ
が
確
賓
で
な

い
｡
北
緯
空
十
澄
遊
間
で
は
諸
島
間
の
深
さ
も
鈴
-
碓

堕
一審
.

節
六
雄

聖

人

盟
e

賓
に
決
鹿
さ
れ
や
.附
近
の
探
沖
は

7
層
不
明
で
あ
る
.

南
方
諸
島
の
多
-
は

一
般
に
其
而
精
進
小
で
且
浅
い
海

で
隔
て
ら
れ
､
二
宵
光
来
浦
の
探
さ
で
逆
洛
し
て
屠
る
も

の
は
前
記
の
利
島
-
機
洲
問
の
列
島
ビ
小
笠
原
群
島

(

南
北
延
長
約
百
浬
､
幅
最
贋
十
五
浬
)
だ
に
過
ぎ
E:?
小

o

大
島
か
ら
こ
宅
島
'
御
蔵
島
'
八
東
島
.
長
円
ケ
島
'

べ

ヲ

R
･-
ス
岩
.
貿
実
寄
島
.
鳥
島
.
娼
婦
潜
に
至
る

諮
火
山

島
は
南
北
に

7
列
を
潔
し
二
千
拳
茶
浦
の
躍
さ

(鳥
島
､
婿
婦
著
聞
は
浅
さ
約
二
千
二
宮
兼
)
で
連
結
さ

れ
て
層
-
.
少
し
-
眉
に
離
れ
て
循
之
島

(小
笠
原
群

島
の
固
).火
山
列
島
(北
硫
黄
島
.硫
黄
島
.甫
硫
賓
島
)

か
ら
温
か
に
マ
リ
ア
ナ
群
島
閣
側
の

〓

i八
〇
米
の
浅

所
(北
緯

一
八
度
東
綻

7
四
三
度
)ま
で
も
延
び
て
居
る

横
で
あ
る
｡
而
し
て
此
等
の
列
島
は
火
山
で
基
多
-
紘

現
今
活
動
し
て
居
る
か
又
は
此
牧
的
近
年
に
活
動
し
た

も
の
か
で
あ
る
｡
小
笠
原
群
島
は
前
記
列
島
の
東
側
に

あ
る
別
の
腐
北
腺
上
に
排
列
さ
れ
て
層
㌔

両
側
の
西

ガ
リー

之
島
ど
の
間
に
は
四
千
米
以
上
の
水
道
が
北
か
ら
苗
に

延
び
て
居
る
｡

南
方
播
島
の
多
-
は
附
鑑
の
輝
底
か
ら
固
鎌
形
に
隆



魔
レ
tJ慮

る
.P

肝
し
て
海
底
に
於
で
可
成
-
の
急
傾
斜

を
成
し
て
屠
る
も
の
が
あ
る
｡例
へ
ぼ
姉
婿
岩
(海
抜
九

九
米
)
の
南
北
側
は
洗
fTJ
二
千
米
ま
で
の
平
均
傾
斜
は

十
二
度
で
､
ま
た
西
之
島
(海
抜
二
四
米
)
の
東
側
の
洗

さ
二
千
米
ま
で
の
平
均
傾
斜
も
約
十
二
度
で
あ
る
｡
小

笠
原
群
島
の
両
側
も
急
傾
斜
を
成
し
.
群
島
南
軍
で
は

深
さ
二
宮
米
か
ら
二
千
兼
ま
で
の
平
均
傾
斜
は
約
十

丁

度
で
あ
る
｡
之
に
反
し
て
群
島
の
兼
側
は
約
四
度
に
過

ぎ
ぬ
授
傾
斜
で
六
千
米
以
上
の
深
魔
に
至
っ
て
居
る
の

は
千
島
列
島
の
北
滑
側
が
急
傾
斜
で
､
洗
い
海
に
而
し

て
周
る
南
東
側
が
綬
離
し
て
居
る
の
ビ
似
て
居
る
.
又

北
緯
三
十

1
度
八
附
進
に
探
さ
約
三
千
米
か
ら
千
米
位

ま
で
に
略
束
か
ら
酉
に
向
つ
て
入
込
ん
だ
水
温
が
あ
っ

て
''(
ヨ
ネ
-

ス
岩
に
向
つ
て
居
る
の
は
甚
だ
著
し
い
形

で
あ
る
O
曲
の
水
道
の
様
子
が
明
か
に
な
っ
た
の
は
大

正
十

一
年
の
舗
洲
の
測
量
姑
晃
で
あ
る
0

マ
リ
ア
ナ
群
島
附
淀
の
薄
の
洗
さ
は
グ
ア
ム
島
小
笠

原
群
島
聞
及

グ
ア
ム
島
か
ら
東
方
ミ
グ
ド
ク
エ
-
島
に

至
る
問
の
海
底
電
線
敷
設
に
際
し
て
行
ほ
れ
た
健

側
以

外
に
は
殆
ど
材
料
が
な
か
つ
た
が
p
近
年
我
測
畳
艦
に

日
本
妃
晦
の
搾
さ

依
っ
て
各
島
臥
色
数
鮎
頂
洗
涯
錘
軌
蝉
行
ほ
れ
た
結

莱
.
各
島
間
は
二
三
を
除
い
て
は
二
千
四
百
米
以
上
三

千
米
未
満
の
淀
さ
を
有
す
る
こ
亡
が
到
っ
た
.

マ
リ
ア

ナ
群
島
は
北
緯
二
十
皮
六
の
Lタ
ラ
カ
ス
島

U
racas
i
･

か
ら
北
緯
十
三
度
竿
の
グ
ア
ム
島
ま
で
略
南
北
で
少
し

-
東
方
に
膨
れ
た
弧
状
に
排
列
さ
れ
て
屠
る
が
.
其
北

浦
は
倍
は
弧
状
に
北
問
に
延
び

1
四
六
四
光
の
浅
所
を

経
て
火
山
列
島
だ
連
絡
し
て
屠
る
様
で
あ
る
｡
商
は
グ

ア
ム
島
の
南
西
で
切
れ
で
居
-
､
グ
ア
ム
島
の
南
東
側

に
は

マ
リ
ア
ナ
掘
溝
(濃
淡
九
六
三
六
兼
､
7
八
九
九
年

ネ
ロ
鶴
駿
見
)
が
あ
る
､
此
等
の
列
鈎
は
火
山
で
現
今

活
動
し
て
居
る
の
は
う
北
か
ら
数

へ
て
タ
ラ
カ
ス
､
ア

グ
リ
ガ

ン

A
g
l
ibO･an
,
パ
ガ
ン

Pa
g
a

nt
〆

グ
ア
ン

G
ug
uan
等
の
島

が
あ

る
｡
屯

-
グ
島

民
au
g
I･
は
外
堀

山
の
高
･:･,部
分
が
海
商
に
現
ほ
れ
て
三
つ
の
島
を
成
し

た
も
の
で
､
噴
火
口
底
は
海
面
下
二
七
六
米
に
在
-
I

噴
火
口
の
在
雀
は
約

一
浬
三
あ
る
｡
(末
弟
)

六

一
二
貫
に
掲
げ
七
曜
さ
の
間
か
粥
静
が
争
づ
か
ら
放
映
の
既
色
で
着

色
さ
れ
あ
の
ね
御
す
ず
め
す
る
.
随
に
は
聯
極
み
塗
ら
れ
i1
ら
よ
い
で

せ
,つ
｡
さ
う
L
ii
な
ら
ばで
英
し
い
明
碁
な
日
本
妊
梅
の
鞘
さ
の
純
な
捗

ら

れ
tQこ
そ
で
ぜ
-
.

空

九

五

l


